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1 ．　は じ め に

　 レ ー ザ 焼 入 れ な ど の 表 面 改 質 で は ビ ー ム の 形 状 ・サ イ ズ が 可 変 で 、　効 率 が 高 い 光

学 系 が 望 ま し い が、　こ の よ う な 光 学 系 は 開 発 さ れ て い な い。　ま た 金 属 は CO　：．レ ーザ ビ

ー
ム 吸 収 率 が 低 い の で、　表 面 皮 膜 形 成 が 不 可 欠 で あ っ た。　本 研 究 で は こ の よ う な 問

題 解 決 す る た め に、　形 状 ・寸 法 が 可 変 で 、　シ ェ イ ビ ン グ
’
な ら び に 材 料 加 熱 時 に 効 率 の

高 い 新 た な 光 学 系 （LSV ）を 開 発 し た の で 報 告 す る。

2 ．　 LSV光 学 系 の 原 理
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：　Fig ．1に 示 す よ う に 本 光 学 系 は 2 枚 の シ リ ン ド リ カ ル レ ン ズ （Cl ，c2 ）、

2 枚 の 平 行 平 面 鏡 （P1 ， P2 ＞、結 像 レ ン ズ （S）か ら 構 成 さ れ る。 不 均
一

分 布 ビ ー
ム は Cl

に よ り x
・
2 面 内 で 集 光 さ れ、　P1，P2 問 で 多 重 反 射 す る こ と に よ り x 方 向 の 分 布 が 均

一
化

さ れ る 。 　C2 は y
−
z 面 内 で 集 光 し て 平 面 鏡 出 口 付 近 に 焦 点 を 結 ば せ る。　C2 の 位 置 を 調 整

す る と y 方 向 の 幅 を 変 化 す る こ と が で き る。　こ の よ う に 平 行 平 面 鏡 出 口 で は x 方 向 に

均
一

で 、 y 方 向 に ガ ウ ス 状 の 分 布 を な す 矩 形 ・ガ ウ ス ビ v−一ム を 形 成 で き る。　ま た C2 位

置 の 調 節 に よ り、　x 方 向 の 幅 と 均
一・一

度 に 影 響 を 与 え ず に y方 向 の ビ ー ム 幅 を 変 化 す
’
る

こ と が で き る。　結 像 レ ン ズ （S）は 任 意 の 倍 率 で 試 料 上 に 結 像 す る。

雕 L率 ：　直 線 偏 光 を 用 い て 平 面 鎭 に は S偏 光、　被 加 熱 材 に は P偏 光 と な る よ う 配 置

す る と （Fig ．2）、光 学 系 の 効 率
・材 料 の 吸 収 率 を 同 時 に 向 上 す る こ と が で き る。
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3 ． 結 果 と 考 察

　F 陪 ．3は ラ ン ダ ム 偏 光 ビ ー ム に 対 す る Cu 鏡 （ダ イ ア モ ン ド研 削 ）の 吸 収 率 の 入 射 角 度

変 化 （S ，P偏 光 の 平 均 値 ）を 示 す。 通 常 カ ラ イ ト ス コ ープ で は 人 射 角 度 は 85 度 以 上 と 大

き い た め
1 ） 、構 造 上 1 回 の 反 射 毎 に 10X 以 上 の 吸 収 損 失 は 避 け ら れ な い。　し か し S偏

光 で あ れ ば 吸 収 率 損 失 は 1％ 以 下 に で き る た め、 反 射 回 数 を 3と し て も （レ ン ズ の 吸 収

溶接 学会 全 国 大会講 演概 要　第 44集　 じA｛　4 ）
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損 失 〈 IX ／ 枚 ）、光 学 系 の 全 損 失 は 90 〜 95％ の 高 い 値 と な る。　実 際、　試 作 し た LSV 光

学 系 で 90 ％ 以 上 の 高 い 効 率 が 実 測 さ れ た 。

　Fig ．4 に 直 線 偏 光 ビ ー ム を 用 い た と き の 、 焼 入 れ 時 の 軟 銅 （無 皮 膜 材 と 力 v 一ボ ン 皮

膜 材 ）に 対 す る 入 射 角 度 と 定 状 吸 収 率 の 関 係 を 示 す 。 　入 射 角 度 の 増 加 に つ れ て 無 皮 膜
材 の 吸 収 率 は 増 大 し、 最 大 で 約 50 ％ に 達 す る 。 　こ の 値 は カ ーボ ン 被 覆 鋼 材 の 垂 直 人

射 時 の 吸 収 率 に 相 当 す る e カ ーボ ン 被 覆 材 の 吸 収 率 も ブ リ ュ ー ス タ 角 （約 70度 〉で 80
％ ま で 上 昇 し て い る 。

　ピ ー・ム 形 状 が
一

定 の と き 移 動 速 度 が 小 さ い ほ ど 硬 化 深 さ 臥 が 増 大 す る が、　同 時 に

表 面 温 度 T 。 も 上 昇 す る の で、　1）　， と T。 を 独 立 に 変 え る こ と は で き な い。　し か し 速 度 に

応 じ て ビ ー ム 形 状 を 変 え る こ と が で き れ ば、 両 者 を 独 立 に 変 化 で き、 材 料 の 熱 的 。
冶 金 的 性 質 に 応 じ た 適 正 加 熱 な ら び に 加 熱 条 件 の 拡 大 が 可 能 と な る。　所 定 の 硬 化 深
さ に 対 し、　表 面 温 度 が 一

定 （1450 ℃ ）と な る よ う に ビ ー
ム 形 状 ・

移 動 速 度 を 選 ん だ と

き の 温 度 分 布 （計 算 値 ）
21

と 硬 化 パ タ ー ン の ト レ ー
ス を Fig ．5 に 示 す。
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